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研究成果の概要 

高分解能な空間プロテオミクス技術を実現するためには、数千個の 1 細胞をパラレルに前処理でき

るハイスループットな方法が必要である。2021 年度に開発した油中液滴法を用いることで 1 細胞から

約 800 種類のタンパク質を定量することが可能となったものの、マニュアル操作が多いため一度に前

処理できる 1細胞の数は 1000個が限界だった。そこで、2022年度は油中液滴法の自動化・ハイスルー

プット化を行った。 

① 油の種類の変更：油中液滴法では油として酢酸エチル(EtOAc)を用いていた。EtOAcは揮発しやすく

除去しやすい。一方で、前処理中に揮発していくため何度も添加する必要があり、前処理の自動化

が困難だった。そこで、油の種類をヘキサデカンに変更した。ヘキサデカンを用いた油中液滴法で

もプロテオミクスができることを確認した。このことからヘキサデカンは油中液滴法の自動化に有

効であると考えられた。 

② 脱塩カラムの変更：従来は試料溶液に溶存している EtOAcを遠心濃縮操作で除去した後、ペプチド

を逆相カラムで精製していた。しかしながら、ヘキサデカンは揮発しないため EtOAcと同じ方法で

は除去できない。そこで、逆相カラムではなくスルホニル化逆相カラムを用いて脱塩を行ったとこ

ろ、油を含む水滴からペプチドを回収できた。本方法により、操作時間が大幅に短縮化できただけ

なく回収率も増加した。 

また、2021 年度に引き続き物質材料研究機構と共同で油中液滴法に適した超撥液基材の開発を行っ

た。ヘキサデカンを用いた油中液滴法で開発した基材を用いることでペプチドの回収率が改善した。さ

らに、応用研究として、臨床検体および核に適用し油中液滴法が幅広い試料に有用であることが示され

た。 
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